
















































い質問かなと思います。2015 年、既に多くの方が、団塊の世代が 65 歳以上に

















































































































































































































































































































































くて、20 代、30 代、40 代の若いケアメン、仕事として介護を担っている方々
もたくさんいらっしゃいます。そういったことを考えると、世代を超えてとい
うことは、家族の介護もするし、仕事としての介護もする、その 2つをブリッ
ジできるのではないかという、そんなことも忘れてほしくないというご意見も
ありました。確かに、そうだと思いました。介護を真ん中に置いて、皆さまと
一緒に社会を考えます。介護のことで、あらゆる社会政策が検証される時代で
74
す。それが今の高齢社会が直面している課題だろうと思っています。私たちは、
そこもぜひ頑張ってみたいなと思いますけれども、皆さま方も一緒に地域の中
で介護に声を上げて、小さな声が大きく束ねられて初めて社会の土台が動いて
いくんだろうと思いますので、道は厳しいかもしれませんけれども、私たちの
取り組みは将来につながる道だと確信を持って頑張っていきたいと思っていま
す。
今日の男性支援の可能性は、そういったことを言いたかった、確認したかっ
たことですので、皆さまと一緒に、もう一度、振り返りながら、これから後の
プログラム、そして明日のプログラムに入っていきたいと思います。伊藤先生
とパネラーの皆さま、本当にありがとうございました。もう一度、大きな拍手
をお願いします。
今日のシンポジウムは、以上でお開きにします。この後、5時から、全国か
ら集まっていただいている男性介護者の会や集いを主催している皆さま、ケア
メングループの皆さまとの意見交換会を用意していますので、5時からになり
ますので、それまでは自由に交流していただければ結構かと思います。どうも
ありがとうございました。
